
エキスパート教員に学ぶ！

小学校外国語活動・外国語の授業づくり

令和６年１月２２日（月）に第２回小学校英語専科等連絡協議会が行われました。そこでは、小学校英語専科
教員による情報交換と小学校外国語活動・外国語のエキスパート教員である吉田勝雄教諭による実践発表
が行われました。吉田教諭の発表の内容の一部を御紹介します。
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１ 授業づくりのポイント ～教師も児童も楽しい外国語活動・外国語～

２ 校内での環境づくりのポイント ～誰でも取り組める外国語活動・外国語～

外国語活動・外国語の授業でのルール作りやコミュニケーションが、日々の
学級経営につながっていると考えています。小学３年生から始まる外国語活動
では、教師が児童のそばに行って英語を話せているか確認したり、児童と一緒
に繰り返し英語を話したりするなど、特に丁寧に指導することが大切です。

小学校では、コミュニケーションを図る素地・基礎となる資質・能力を育成することを目指しま
す。吉田教諭の実践を参考に、学級経営や校内での環境づくりを大切にしながら、英語に慣れ
親しみ、英語で伝えたいという意欲を育成する授業づくりを目指していただきたいと思います。
※外国語活動：コミュニケーションを図る素地となる資質・能力の育成 外国語：コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力の育成

作成した指導案を保存・共有し、誰でも授業に取り組めるようにしています。
また、ALTとの打ち合わせにも活用しています。
全ての学級に、授業の流れを示す掲示物（黒板に貼る物）を準備しておき、

授業で板書する際に使用しています。「振り返りシート」「名札」を校内で統一
することで、進級しても同じものを使うことができます。
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